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▲研究所の庭にある研究施設
　（右下はみどりクラウドの機器）

▲町国際親善大使に就任した長谷部俊昭さん（左から２番目）と
　ジュガ・ヤーノッシュさん（中央）

▲書道パフォーマンス

▲スサノオの剣舞 

▲競技中の様子 ▲観光案内所内の様子（パンフレットや特産品などが並ぶ）　

▲ハンガリーは中欧に位置し、首都
　はブタペスト。人口約980万人で、
　1000年以上の歴史、文化を誇る

　今年２月に島根県、奥出雲町と企業立地の覚書を
締結した(株)セラクが、農業ＩＴ開発拠点となる「奥
出雲農業ＩＴ研究所」を三沢地区に開所されまし
た。
　７月21日に行われた開所式には、島根県商工労
働部の安川真史次長をはじめ、地元関係者などおよ
そ30人が集い、研究所の開所を祝いました。
　(株)セラクの宮崎龍己代表取締役が「みどりクラ
ウドの研究開発、実証実験に地元農家や住民のご支
援、ご協力をお願いしたい」と挨拶された後、安川次
長、勝田町長、三沢地区の大坂茂福祉振興協議会
会長とともに開所のテープカットを行いました。
　今後、研究所では地域農家との共同実験等を行
い、野菜の生育環境を計測し、データ化するサービス
「みどりクラウド」の機能拡張に取り組まれます。

　本町の魅力を世界に発信するとともに、広く国際
交流事業を展開していくため、「奥出雲町国際親善
大使」の任命制度を創設しました。
　初となる町国際親善大使に、これまで雲州そろば
んを通じた交流を重ねてきたハンガリーの国営電力
会社副社長のジュガ・ヤーノッシュさんと、ハンガリ
ー・ナショナル・トレーディングハウス公認代表の長
谷部俊昭さんの２人に就任いただきました。
　７月13日に行われた任命式では、勝田町長が「ハ
ンガリーと奥出雲町との絆を深め、文化や教育、産
業などの様々な分野での交流を広げたい」と挨拶
し、任命書を手渡しました。
　長谷部さんは「日本の奥出雲だけでなく、世界の
奥出雲として世界の人々に知ってもらえるよう最大限
努力していきたい」と話し、ヤーノッシュさんは「最初
に任命された国際親善大使として、協力しながら関
係を築き上げ、最善を尽くしたい」と意気込みを語ら
れました。
　今後２人は、海外で
和食の人気が高まって
いることから町内食品
会社の進出を支援する
ほか、文化を通じた交
流人口の拡大に寄与
されることが期待され
ます。

　７月29日から８月１日にかけて、山形県で開催された平成
29年度全国高等学校総合体育大会ホッケー競技で、横田高校
女子ホッケー部が第３位の成績をおさめました。
　８月４日には、役場横田庁舎と仁多庁舎で報告会が行われ、
保護者や町民が集い選手の健闘を称えました。
　恩田賢二監督は「今大会の結果に満足せず、国体予選、国体、
選抜大会では更に上の結果を残せるよう日々努力する」と述べ、
小笹夏実主将は「苦しい場面の中にもいいプレーがあった。２
週間後の国体予選に向けて、チーム全員で練習を続けたい」と
次の大会への意気込みを語りました。

　８月１日、奥出雲町商工会と雲州算盤協同組合の
主催するそろばん珠算競技大会が町民体育館で開
催されました。
　今大会で50回目の開催を迎え、植田良二商工会
長から全国珠算教育連盟島根県支部に感謝状が手
渡されたほか、読み上げ算各部門優勝者に島根県
知事賞、読み上げ暗算各部門優勝者に島根県教育
長賞、フラッシュ暗算各部門優勝者に奥出雲町長賞
が授与されることになりました。
　町内をはじめ中四国や関西地方から20団体、
235人が出場し、その中で幼稚園年長児の2人が今
大会の最年少参加者となりました。
　会場では開始の合図と同時にパチパチとそろばん
をはじく音が響き、参加者たちは真剣な眼差しで取り
組み日頃の成果を競い合いました。

　昨年４月１日に奥出雲町サイクリングターミナル内
に開設した奥出雲町観光協会・観光案内所が、出雲
三成駅のポプラ店舗跡地に移転しました。
　８月５日には、記念式典を開催し、およそ50人の
関係者や来場者が集まりました。
　はじめに、勝田町長が「この施設を本町の観光情
報発信の拠点とするとともに、隣接する仁多特産市、
サイクリングターミナルと連携を図り、三成駅を中心
としたエリアから奥出雲町全体を活性化させていき
たい」と挨拶し、開所のテープカットを行いました。
　その後、仁多乃炎太鼓による祝い打ち、餅まき、観
光案内所の見学が行われ、来場者は新しい観光案
内所の開設を楽しみながら祝いました。
　観光協会では引き続き、本町の食、自然、神話、歴
史、文化などの魅力を発信するとともに、商工会、観
光事業者との連携を図り、観光客の誘致に努めます。

　比婆道後帝釈国定公園に指定されている船通山山頂
において、７月28日、宣揚祭及び船通山記念碑祭が行
われました。
　今年で50回目を迎えた宣揚祭は、夏山の安全と地域
の繁栄を祈願する目的で、奥出雲町と鳥取県日南町でつ
くる船通山を守る会などが主催し、地元住民や関係者な
どおよそ150人の登山客が集まりました。
　両町の神職により厳かな神事が執り行われた後、スサ
ノオノミコトに扮した仰支期里神社（八代）の石原道夫
宮司によって悪をなぎ払う勇壮な剣舞が披露され、祭り
が一層盛り上げました。また、第50回記念行事として日
南町の児童らが作詞をした歌やふるさとを合唱したほ
か、日南町出身のデザイン書道家の佐伯勉さんによる書
道パフォーマンスが披露されました。
　閉式後には、餅まきが行われ、厳かな中にも賑やかな
祭りとなりました。

全国高等学校総合体育大会ホッケー競技　横田高校女子ホッケー部第３位

奥出雲町初の誘致企業
　　(株)セラク奥出雲農業ＩＴ研究所が開所

▲事業説明の様子

奥出雲町国際親善大使に任命
　　　　　　　　　　　国際交流の架け橋

「ねがいましては～」
　　　第50回雲州そろばん珠算競技大会

奥出雲町観光協会・観光案内所が移転
　　　　　　　　 出雲三成駅にオープン

山の安全と地域の繁栄を祈願
　　　　　　　　第50回船通山宣揚祭

か み き り

～まちのできごと～　
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▲山根支局長から感謝状を受け取る尾﨑さん（右）

▲家庭婦人バレーボール

▲仁多郡選手団の石原さくらさんが行った選手宣誓

▲柔道

▲剣道

▲軟式野球

▲陸上競技（男子走幅跳） ▲柔道

▲ソフトテニス ▲グラウンド・ゴルフ

　病院での消火技術の向上と防火意識の高揚を目
的にした消火技術大会が奥出雲病院で７月21日に
行われました。
　この大会は平成14年から毎年行われ、今年で16
回目の開催となりました。
　今回は、部署毎に組まれた８チームが出場し、消
火器による消火と消火栓からの放水による消火の正
確さとスピードを競いました。
　また、避難方法について雲南消防本部から指導を
受け、病院関係者全員が防火意識を新たにしていま
した。

　昭和12年12月にＪＲ木次線が全線開通してから
今年で80周年を迎えます。この記念事業の一環とし
て、７月28日にトロッコ列車の車上からロケーション
動画撮影が行われました。
　この日は、町内の各駅において、地元幼児園児に
よるトロッコ列車の出迎えが行われました。
　出雲三成駅では、本町のマスコットキャラクターす
さのおくんといなたひめちゃん、三成幼児園児がトロ
ッコ列車の乗客を出迎え、乗客は手を振ったり、写真
を撮ったりして停車時間を楽しむ姿がみられました。
　12ページにカラー写真を掲載しています。

　平成20年４月１日に委嘱されてから９年にわたり
人権擁護委員として活躍された尾﨑幹雄さん（横
田）に、松江地方法務局出雲支局の山根輝実支局
長から法務大臣感謝状が贈呈されました。
　尾﨑さんは、出雲人権擁護委員協議会副会長とし
て協議会組織の発展や、出雲協議会初となる「中学
生人権教室」を開催するなど、人権の擁護と人権思
想の普及高揚に尽力されました。
　９年間ありがとうございました。

　人権擁護委員として町民の人権相談や啓発活動
にご尽力いただきました尾﨑幹雄さん（横田）、石原
敬士さん（布勢）の退任に伴い、７月１日付けで森山
潔さん（馬木）、久井一さん（亀嵩）が法務大臣から
人権擁護委員に委嘱されました。任期は３年です。よ
ろしくお願いします。
　奥出雲町では６名の人権擁護委員が特設人権相
談所の開設や出前講座、学校訪問などの人権啓発
活動に取り組んでいます。お気軽にご相談くださ
い。

　８月６日、本町を会場に第67回四県四郡市総合
体育大会が開催され、仁多郡選手団が全10競技に
参加しました。
　この大会は、昭和25年から県境を接する岡山県
新見市、広島県庄原市、鳥取県日野郡、島根県仁多
郡が持ち回りで開催しています。
　仁多郡は各種目で健闘し、好成績を収め、総合第
２位の成績でした。なお、総合優勝は岡山県新見市、
第３位は広島県庄原市、第４位は鳥取県日野郡でし
た。

【奥出雲町の人権擁護委員】

横路　節子さん（亀嵩） 藤原多加子さん（横田）
　
久井　一　さん（亀嵩） 大塚　繁治さん（八川）
　
入澤　庸江さん（阿井） 森山　潔　さん（馬木）
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催
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で
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の
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は
、
市
民
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を
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活
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建
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な
お
、
同
日
に
総
会
も
行
わ
れ
、
役
員
改
選
に

よ
り
次
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

三
沢
分
団
の
操
法
の
様
子

▲

▲視察研修の様子

町立奥出雲病院で
　　　　　　　　消火技術大会を開催

▲消火技術大会の様子▲トロッコ列車を元気よく迎える園児

トロッコ列車をお出迎え
　　　木次線全線開通80周年記念事業

第
61 

回
島
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県
消
防
操
法
大
会

町
生
産
森
林
組
合
振
興
協
議
会
が

　
　
　
　
　
　
総
会
と
視
察
研
修
を
開
催

人権擁護委員の尾﨑幹雄さんに
　　　　　　　　　　　　　感謝状贈呈

人権擁護委員に
　　　　　　　２名が委嘱されました　

第67回四県四郡市総合体育大会

会
　
長
　
安 

部
　
傭 

造
（
再
任
）

副
会
長
　
糸 

原
　
幸 

男
（
新
任
）

監
　
事
　
恩 

田
　
友 

生
（
再
任
）

監
　
事
　
渡 

部
　
高 

明
（
新
任
）

～まちのできごと～　
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
短期入所生活介護（ショートステイ）
通所介護（デイサービス）
訪問介護（ホームヘルプ）

介護保険サービスの利用者負担額が軽減される制度があります介護保険サービスの利用者負担額が軽減される制度があります
　社会福祉法人等が提供する介護保険サービスをご利用の方のうち、次の要件を満たす方は、利
用者負担額の25％（老齢福祉年金受給者は50％）が軽減されますので、適用を受けたい方は必ず
申請してください。

◆軽減の対象となるサービスの種類と費用

◆軽減を受けるための要件　　市町村民税非課税世帯のうち、次の要件を全て満たす方
　①　年間収入が150万円以下であること（世帯員が１人増えるごとに50万円加算）
　②　預貯金等の額が350万円以下であること（世帯員が１人増えるごとに100万円加算）
　③　日常生活に供する資産（居住家屋等）以外に保有資産がないこと
　④　負担能力のある親族等に扶養されていないこと
　⑤　介護保険料を滞納していないこと

◆申請場所　　　　　仁多庁舎健康福祉課　又は　横田庁舎税務課
◆申請期間　　　　　随時受付（ただし、申請した月の初日から適用となります）
◆申請に必要なもの　①介護保険被保険者証　　②貯金通帳・有価証券（世帯員名義のもの全て）
　　　　　　　　　　③年金額（年額）のわかるもの　　④印鑑　　⑤加入医療保険の被保険者証

　これまで町内の小中学校で外国語指導にあたられていた、外国語指導助手のアマンダ・アルディ
トさんが任期を終えられ、７月24日から新たにキャメロン・ティプトンさんをお迎えしました。

お世話になりました
　奥出雲町の皆さん、２年間ありがとうございました。
　よく「何で奥出雲町に来たの？東京の方が良かったんじゃない？」と聞
かれましたが、実は自分で場所を選べず、奥出雲町に配属されました。
　最初はとても緊張していたけど、すごくラッキーでした。奥出雲町に来
て本当に良かったと思います。きれいな景色もいっぱいだし、町民の皆さ
んがとても親切で、学校で子どもたちに会うのがいつも楽しみでした。
　奥出雲町ではたくさんの人と知り合うことが出来てとても嬉しかったで
す。皆さんのおかげで、この２年間で日本語を話せるようになったし（出

雲弁もちょっと分かってきた！「だんだん」）、日本の素敵な文化も経験したし、学校で子ども
たちの成長や英語の上達も見えました。帰国するのがすごく寂しいですが、また出会いがあれば
いいなと思います。
　アメリカに帰ったら、大学院に入るための勉強を頑張ります。奥出雲町の皆さんのこと、絶対
忘れないです。大変お世話になりました。

はじめまして。よろしくお願いします
　私の名前はキャメロン・ティプトンです。アメリカのインディアナ州か
ら来ました。日本に来るのは２回目です。
　趣味はサッカーとレスリングとドラムです。
　奥出雲町の子どもたちにアメリカの文化を教えたいです。
　皆さんに会えることをわくわく楽しみにしています。
　どうぞよろしくお願いします。
◆主に仁多中学校区の学校勤務
　（仁多中、布勢小、高尾小、亀嵩小、阿井小、三沢小）

【お問い合わせ先】　健康福祉課　医療介護保険グループ
　　　　　　　　　　有線：3 1 - 5 1 2 2　電話：5 4 - 2 5 1 1

介護保険サービスの種類
介護サービス費、食費、居住費
介護サービス費、食費、滞在費
介護サービス費、食費
介護サービス費

軽減される費用

国保からのお知らせ

平成２９年８月から
７０歳以上７５歳未満の人の高額療養費の

自己負担限度額が変わります
医療費の自己負担額が高額になったとき、限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
限度額は所得区分によって異なります。

平成29年８月からの70歳以上75歳未満の人の自己負担限度額（月額）

低所得者ⅠまたはⅡの人・・・入院等で医療費が高額になりそうな場合は、あらかじめ国保に申請し「限
度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受け、医療機関の窓口に提示すると支払いが限度額まで
となります。
＊65歳以上の人が療養病床に入院したときの居住費320円/日が、平成29年10月から370円/日に変更となります。

お問い合わせ先　健康福祉課　医療介護保険グループ
　　　　　　　　有線：３１－５１２３　電話：５４－２５１１

所得区分

現役並み所得者

一般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

外来（個人単位）
80,100円+

（医療費-267,000円）×１％

57,600円
（4回目以降は44,400円）

外来+入院（世帯単位）

24,600円
15,000円

8,000円
8,000円

44,400円57,600円

14,000円
（8月～翌年7月の年間限度額

は144,000円）

4回目以降

①平成29年4月1日から平成30年2月28日までに婚姻届を提出し、受理された新婚世帯
②夫婦の所得を合算した金額が340万円未満である世帯（貸与型奨学金の返済を行っている場
　合は、世帯所得から貸与型奨学金の年間返済額を控除した金額）
③結婚を機に町内に住宅を取得又は賃借し、町内に住民票をおく世帯
④夫婦の年齢がともに満45歳未満である世帯
⑤他の公的制度の家賃補助などを受けていない世帯
⑥過去にこの制度の補助を受けていない世帯
⑦町税等の滞納がない世帯

奥出雲町では、平成29年度において地域における少子化対策の強化を図るため、新
婚世帯を対象に住居費（住宅取得・賃借）と引越し費用の一部を助成しています。

結婚新生活支援事業のお知らせ結婚新生活支援事業のお知らせ

対象となる新婚世帯　　※すべてに該当する必要があります。

【住居費】　　　　物件の購入費、賃料、敷金、礼金、共益費、仲介手数料等
【引越し費用】　　引越し業者や運送業者への支払い、その他引越しに係る費用
　　　※不用品の処分や自らレンタカーを借りたり、
　　　　友人に依頼する場合は対象となりません。
【補助金上限額】　１世帯あたり24万円

対象となる経費

【お問い合わせ先】
　町民課町民グループ
　有線：31-5106　電話：54-2510

ALT（外国語指導助手）が交代しましたALT（外国語指導助手）が交代しました

アマンダ・アルディト

キャメロン・ティプトン
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▼大学生を講師に
　　　学習会を開催

▲仕事中の様子
（左上が古川さん、
　右が長谷川さん、
　左下が井上さん）

▲しまね留学見学ツアーで
紫雲寮を紹介

横
田
高
等
学
校
魅
力
化
ビ
ジ
ョ
ン
概
要

▲

猪犬訓練所を訪問猪犬訓練所を訪問

ブルーベリージャムづくりブルーベリージャムづくりブルーベリー収穫ブルーベリー収穫

ギフトセット班ギフトセット班仁多米班仁多米班

　今年度のだんだんカンパニーの活動として、10月にある東京研修で仁多米・ブルーベリージャ
ム・ランチセット・ギフトセット・猪ソーセージを販売することを計画しています。7月は、そ
れぞれの商品ごとに活動を行い、魅力ある商品づくり、販売方法などを学びました。

だんだんカンパニー活動報告だんだんカンパニー活動報告
横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

　
横
田
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
３
人
に
会
い
に
横
田
高
校
へ
向
か

い
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
年

目
の
長
谷
川
由
紀
さ
ん
、
１
年
目
の
井

上
晃
さ
ん
、
古
川
清
博
さ
ん
が
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
横
田
高

校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
平
成
23
年
か

ら
町
内
の
自
然
、文
化
、人
、施
設
な
ど

の
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
特
色
あ

る
教
育
活
動
の
実
践
や
魅
力
的
な
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
て
横
田
高
校
が
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
高
校
魅
力
化
は
県
外
か
ら
生
徒
を

募
集
す
る
し
ま
ね
留
学
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
が
、近
年
は
教
育
の
内
容
を
充
実

さ
せ
る
教
育
の
魅
力
化
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
長
谷
川
さ
ん
。

　

平
成
28
年
度
末
に
策
定
し
た
横
田
高

校
魅
力
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、横

田
高
校
、魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

奥
出
雲
町
、地
域
住
民
な
ど
が
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
活
動
を
展
開
さ
せ
て
い
ま

す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
３
人
が
共
通
し

て
行
っ
て
い
る
の
は
、県
外
の
生
徒
募
集
、

だ
ん
だ
ん
カ
ン
パニ
ー
。こ
れ
に
加
え
、長

　道路、公園、空き地、河川、山林などにみだりにごみを捨てることは犯罪です。
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第16条で「何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならな
い」とあり、これに違反した場合、５年以下の懲役若しくは１千万円以下の罰金又は両方に
処されます。
　また、投棄した者が見つからなければ、土地の占有者（管理者）の責任によって自ら処分
してもらうこととなります。土地の占有者（管理者）の方は、
日頃から不法投棄への防止策を講じておきましょう。
　不法投棄をしている人や車を目撃したときは、
いつ（発見日時）、どこで（発見場所）、だれが
（車のナンバー、会社名や人物像など捨てた人
の情報）、なにを（投棄物の内容）捨てたのかを
警察に通報または役場町民課へご連絡ください。

ごみの不法投棄は犯罪です！！

【お問い合わせ先】
　　町民課町民グループ　　有線：31-5108　電話：54-2510

谷
川
さ
ん
は
米
国
シ
カ
ゴ
州
の
ス
ト
リ

ー
ム
ウ
ッ
ド
高
校
と
の
交
流
事
業
や
留
学

生
を
受
け
入
れ
る
「
海
外
交
流
の
推

進
」
、生
徒
が
主
体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
行
す
る「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」
、

井
上
さ
ん
は
学
校
や
家
庭
以
外
の
学
習

機
会
を
提
供
す
る
「
校
外
の
学
び
場
づ

く
り
」
、町
の
現
状
を
学
び
地
域
の
魅
力

を
高
め
る
学
習
「
奥
出
雲
学
」
、古
川
さ

ん
は
寮
生
の
生
活
を
充
実
さ
せ
る
「
寮

の
整
備
や
地
域
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く

り
」
、県
外
中
学
生
を
対
象
に
し
た
「
奥

出
雲
ツ
ア
ー
の
企
画
・
運
営
」
な
ど
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
、高
校
生
を
地
元
の
団
体
や

企
業
な
ど
と
繋
ぎ
な
が
ら
、高
校
生
に

多
様
な
機
会
を
創
出
す
る
た
め
日
々
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
活
動
を
通
し
て
「
生
徒
は
ま

じ
め
で
純
粋
」
だ
と
３
人
は
感
じ
て
い
る

そ
う
で
す
。
井
上
さ
ん
と
古
川
さ
ん
は

「
も
う
少
し
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
主
張

し
て
く
れ
る
と
い
い
な
」「
わ
が
ま
ま
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
も
い
い
」と
真
剣
に
生
徒
と

向
き
合
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
率
直
な
感

想
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
今
後
の
目
標
を
聞
く
と

「
今
年
度
か
ら
行
う
海
外
派
遣
事
業
を

成
功
さ
せ
、次
年
度
の
活
動
へ
つ
な
げ
た

い
。そ
し
て
高
校
魅
力
化
に
多
く
の
人
に

関
わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。『
奥
出
雲
だ
か
ら
で
き
る
』を
伝
え

た
い
」と
長
谷
川
さ
ん
。「
生
徒
や
教
職

員
が
自
慢
で
き
る
よ
う
な
学
校
を
目
指

し
、高
校
魅
力
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
井
上
さ
ん
。
古
川
さ
ん
は
、「
生
徒
が

高
校
を
卒
業
し
た
時
に
自
立
で
き
る
よ

う
力
に
な
り
た
い
。同
時
に
地
域
の
方
に

自
分
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
田
高
校
魅
力
化
を
通
し
て
地
域
の

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
と
地
域
の
活

性
化
を
目
指
す
３
人
に
心
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

地 

域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
場
を
訪
ね
て
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税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

8
月
分
の
口
座
振
替
は

    

8
月
31
日（
木
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
14
項
目
で
す
。

　

○
町
県
民
税（
第
２
期
）

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
上
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　

き
、
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た

　

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　
図
書
室

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室　
☎
５
２‐

２
０
２
２

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

『
深
海
の
寓
話
』               

森
村　

誠
一 

著

『
嵯
峨
野
花
譜
』              

葉
室　
　

麟 

著

『
離
れ
て
い
る
家
族
に
冷
凍
お
届
け
ご
は
ん
』      

上
田　

淳
子 

著

『
腐
れ
梅
』                    

澤
田　

瞳
子 

著

『
ホ
ウ
ホ
ウ
フ
ク
ロ
ウ
』         

井
上　

洋
介 

作

『
よ
る
の
お
と
』            

た
む
ら　

し
げ
る 

著

『
ふ
し
ぎ
な
銀
の
木
』シ

ビ
ル　

ウ
エッ
タ
シ
ンハ 

再
話

　加賀藩主前田斉広の三女・勇は、加賀大聖
寺藩主前田利之の次男・利極と結婚。新たな
人間関係やしきたりに戸惑いながらも順応し
ていく――。不思議な縁でつながる三人の女
性をドラマチックに描く、壮大な大河ロマ
ン！（出版社紹介より記載）

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

『政略結婚』

→
高
殿　

円
∥
著　

K
A
D
O
K
A
W
A　

刊

『
出
会
い
な
お
し
』　　
　

    

森　
　

絵
都 

著

『
金
融
探
偵
』　            

池
井
戸　
　

潤 

著

『
暗
闇
の
ア
リ
ア
』              

真
保　

裕
一 

著

『
国
民
の
し
つ
け
方
』           

斉
藤　

貴
男 

著

『
危
険
生
物
』　

            

塩
見　

一
雄 

指
導

『
い
え
の
お
ば
け
ず
か
ん
』      

斉
藤　
　

洋 

作

『
奮
闘
す
る
た
す
く
』        

ま
は
ら　

三
桃 

著

9
月
の
休
室
日

月
曜
、
祝
日　

 　
　

29
日
（
月
末
休
室
）

9
月
の
休
室
日

日
曜
、
月
曜
、
祝
日

 　
　

29
日
（
月
末
休
室
）

平
成
29
年
度

　 

老
人
の
日・老
人
週
間

　

老
人
の
日
・
老
人
週
間
の
期

間
中
、
対
象
者
は
県
立
施
設
の

入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

◆
対
象
期
間

　

老
人
の
日
・
老
人
週
間

　

９
月
15
日
〜
21
日

◆
対
象
者

　

年
内
に
満
65
歳
以
上
に
な
る

高
齢
者
（
昭
和
27
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

◆
対
象
施
設
（
８
施
設
）

・
島
根
県
立
美
術
館

・
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記

　

の
丘
展
示
学
習
館

・
花
ふ
れ
あ
い
公
園
「
し
ま
ね

　

花
の
郷
」

・
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博

　

物
館

・
島
根
県
立
宍
道
湖
自
然
館
ゴ

　

ビ
ウ
ス

・
島
根
県
立
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ

　

メ
ル
・
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林

　

公
園

・
島
根
県
立
し
ま
ね
海
洋
館
ア

　

ク
ア
ス

・
島
根
県
立
石
見
美
術
館

◆
手
続
き

　

入
館
受
付
時
に
健
康
保
険
証

な
ど
を
提
示
し
て
年
齢
の
確
認

を
受
け
、
無
料
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

奥
出
雲
町
役
場
福
祉
事
務
所

　

☎
０
８
５
４‐５
４‐２
５
４
１

平
成
29
年
度

 

消
費
者
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶

た
な
い
中
で
、
地
域
で
活
躍
す

る
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
的
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
消
費
生
活
に
関
す
る
知
識

を
深
め
る
た
め
に
、
あ
な
た
も

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

◆
日
程

　

①
10
月
５
日　

②
10
月
21
日

　

③
11
月
18
日　

④
11
月
30
日

◆
時
間

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◆
会
場　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

◆
参
加
料　

無
料

◆
定
員　

30
名　
　

◆
講
師

　

大
学
教
授
、
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
等

◆
申
込
締
切

 

９
月
20
日
ま
で
（
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
環
境
生
活
総
務
課

　
　

消
費
と
く
ら
し
の
安
全
室

　

☎
０
８
５
２‐２
２‐５
１
０
３

行
政
相
談
所
の
ご
案
内

　

総
務
省
が
委
嘱
し
た
行
政
相

談
委
員
が
住
民
の
皆
様
か
ら
国

の
行
政
な
ど
に
対
す
る
意
見
や

要
望
な
ど
を
受
け
付
け
、
行
政

運
営
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

公
民
館
開
館
日

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

◆
場
所
／
担
当
行
政
相
談
委
員

・
三
成
中
央
公
民
館

　
　

／
立
石
典
夫
行
政
相
談
員

・
横
田
公
民
館

　
　

／
小
川
直
美
行
政
相
談
員

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
島
根
行
政
評
価
事
務
所

　

☎
０
８
５
２‐２
１‐３
６
３
０

司
法
書
士
無
料
法
律

　
　
　
相
談
の
お
知
ら
せ

　

島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法

書
士
が
、
遺
産
相
続
や
遺
言
、

不
動
産
の
売
買
、
名
義
変
更
、

ロ
ー
ン
の
返
済
、
悪
質
商
法
、

会
社
の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、

成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管

理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相

談
に
応
じ
ま
す
。

松
江
会
場

◆
日
時　

　

９
月
16
日　

13
時
〜
17
時

◆
場
所

　

朝
日
公
民
館

出
雲
会
場

◆
日
時

　

９
月
16
日　

13
時
〜
17
時

◆
場
所

　

今
市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
い
合
わ
せ
先（
予
約
制
）

　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
２‐６
０‐９
２
１
１

※
受
付
時
間
は
毎
週
月
・
火
・

木
曜
日
の
12
時
か
ら
15
時
ま
で

で
す
。

みんなの掲示板みんなの掲示板
　奥出雲町では、年間を通じて有害鳥獣捕獲班の皆さんに有害鳥獣を捕
獲・駆除していただいております。
　平成29年６月の捕獲・駆除頭数実績をお知らせします。

　有害鳥獣による農作物被害がございましたら、役場農業振興課までご
連絡下さい。
　　お問い合わせ先　農業振興課　有線 31‐5285　電話 54‐2513

有害鳥獣の捕獲・駆除実績

捕獲班名 ニホンジカ イノシシ カラス
布勢
三成
亀嵩
阿井
三沢

-
-
-
-
-

７
１
２
３
５

-
８
５
２
-

捕獲班名 ニホンジカ イノシシ カラス
鳥上
横田
八川
馬木
合計

-
-
１
-
１

１
５
12
４
40

-
９
１
-
25



広報カメラ記録

４ページで掲載したトロッコ列車を出迎えた
三成幼児園児の皆さんの別ショットです。

４，５ヵ月児健診（平成29年４月・５月生）
乳がん検診（奥出雲病院）
出張年金相談（役場横田庁舎）10：00～15：30
古紙回収（鳥上、横田）
結婚・子育てコンシェルジュ相談所
（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）10：00～15：00
敬老の日
胃がん検診・腹部エコー検査（八川ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）

秋の全国交通安全運動（30日まで）
乳がん検診（奥出雲病院）
秋分の日
町民運動会（仁多地域）
胃がん検診・腹部エコー検査（役場仁多庁舎）
子宮頸がん検診（奥出雲病院）
結婚・子育てコンシェルジュ相談所
（ｶﾙﾁｬｰﾌ ﾗ゚ｻﾞ仁多）10：00～15：00
胸部CT検査（奥出雲病院）
胃がん検診・腹部エコー検査（布勢公民館）
オレンジカフェ（パスカル）14：00～16：00
大腸がん検診（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、健康ｾﾝﾀｰ）
３歳児健診（平成26年１月・２月生）
乳がん検診（奥出雲病院）
古紙回収（三成、亀嵩）

出張年金相談（役場仁多庁舎）10：00～15：30
特設人権相談所（ｶﾙﾁｬｰﾌ ﾗ゚ｻﾞ仁多、横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
11：00～13：00
胃がん検診・腹部エコー検査（馬木ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
古紙回収（八川、馬木）
町民運動会（鳥上、横田、馬木地区）
第２回さくらおろち湖トライアスロン大会
こころの健康相談日（役場仁多庁舎）
胸部CT検査（奥出雲病院）

第11回全国和牛能力共進会（宮城県仙台市）
～11日まで

奥出雲町戦没者追悼式（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
古紙回収（布勢、阿井、三沢）
子宮頸がん検診・乳がん検診（横田農村婦人の家）
結婚相談所（雲州そろばん伝統産業会館）
10：00～12：00
子宮頸がん検診（奥出雲病院）
胸部CT検査（奥出雲病院）
大腸がん検診（鳥上ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
結婚相談所（社協仁多事務所）13：30～15：30
胃がん検診・腹部エコー検査
（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、鳥上ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
素読論語「仁多志学塾」（多根自然博物館）

1

2

3

4
5
6

7

8

9

10

11

12

13

金

土
日

月
火
水
木

金

土

日

月

火

水

14

15

16

17

18
19
20
21
22
23
24

25

26

27
28
29
30

木
金

土
日

月
火
水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土

9 の行事予定月

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
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Ｆ
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0854-54-1229
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